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住宅用火災警報器は10年を目安に
交換をおすすめします！
古くなると、電子部品の寿命や
電池切れなどで

消防庁通達

火災を感知しなくなる
ことがあります。

ご存知ですか？ご存知ですか？

（消防予第30号より）

住宅用火災警報器の交換について 別紙 1（本体の交換が必要な場合）○　住宅用火災警報器（以下「住警器」という。）本体の交換については、「住宅用防災機 

　器の設置及び維持に関する条例の制定に関する基準を定める省令（平成 16 年 11 月 26　日

　総務省令第 138 号）」（以下「設置維持省令」という。）において、以下のように取り扱う

　ことが義務づけられている。 ・自動試験機能※１を有する住警器にあっては、自動試験機能により機能の異常が判明

した場合は、適切に交換すること ・自動試験機能を有さない住警器にあっては、交換期限が経過しないよう、適切に交換

すること
○　これらの場合に加え、作動確認機能※２を有する住警器にあっては、作動確認により

　機能の異常が判明した場合にも、適切に交換する必要がある。（本体の交換を推奨する場合）○　電池切れの場合は、設置維持省令において適切に電池を交換することとされているが、

　設置から 10 年以上経過している場合は、経年等により火災を感知する機能が劣化してい

　ることが考えられるので、本体を交換することが望ましい。
※１　自動試験機能

住宅用火災警報器の感知部が適正であることを自動的に確認する機能をいう。

※２　作動確認機能
ボタンを押す又は住警器本体から下がっているひもを引くことにより、住警器

が正常に作動しているかを確認するための機能をいう。

電池切れの場合は、設置維持省令に
おいて適切に電池を交換すること
とされているが、設置から
10年以上経過している場合は、
経年等により火災を感知する
機能が劣化していることが
考えられるので、
本体を交換することが
望ましい。

住宅用火災警報器は、電子機器です。

ピューピュー
火事です
火事です

電池式の住宅用火災警報器は
約10年を目安に本体ごと

交換することを推奨しています。
機器自体の電子部品が
経年劣化するためです。

電池式の住宅用火災警報器は
約10年を目安に本体ごと

交換することを推奨しています。
機器自体の電子部品が
経年劣化するためです。

※

※当社製、専用リチウムイオン電池（10年寿命）使用の場合。




